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書籍 「アインシュタイン１５０の⾔葉」を読んで 
 
アインシュタインは数々の名⾔を残している。その中より、１５０を取り上げたのが本書で
ある。アインシュタインの残した⾔葉が列挙されており、それぞれの⾔葉についての解説や
注釈はない。 
 
１５０の⾔葉より、これが特に重要と思うものを抜き出し、次ページに整理した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



並べてみるとその⾔わんとするところが明確になってきます。 
 
左側の天才ですが、 
 
p.90 知恵とは単なる知識ではなく、⼀⽣を
かけて得続けていくものです。p.84 その体
得には体験が重要です。P.85 それも、ただ
単に体験するというのではなく、p.56 常に
疑問を持ち続けながら、その裏に隠された
真実を探し求めるのに、p.87 想像⼒という
⼈間の本来持つ能⼒をフルに発揮させ続け
ていくことが重要です。 
 
結論としては、p.6 私は天才ではありませ
ん。⼀つのことに執着し、それと⻑く付き
合ってきたのであって、p.65 天才ではなく
変質狂なのですと。 
 
右側の凡⼈ですが、 
 
p.26 普通の⼈は 18 歳までに得た知識をす
べてと信じ、それを物事を⾒るときの評価
基準とします。⾏動に裏打ちされていない
知識はどこまでも知識であり、知恵にまで
昇華されてはいません。また、世の中は常
に変化し新しい事象が出現しているのに、
それを知識としてすら加えることをしませ
ん。 
 
p.44 新しいアイデアが世に現れた時、凡庸な⼈々は持てる偏⾒に満ちた知識を駆使してそ
の新しいアイデアに強い抵抗を⽰します。そのアイデアが今までの常識とかけ離れていれ
ばいるほど、そうなります。 
 
p.49 その抵抗の源は⾃分の意⾒が正しいと信じ、新しいアイデアを受け⼊れられるだけの
素養が⽋落しているためです。凡庸な⼈々が持つその意⾒が正しければ問題はないのです
が、もし間違っていたならば、集団で新たなアイデアを潰すことになるのです。 


